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新しい一年が始まりました。新たな年度の始まりにあたって、有名な言葉を一つ紹介します。「ニーバーの祈

り」と呼ばれている言葉です。とても有名な言葉なので聞いたことがあるかもしれません。その言葉とは、「変え

られないものを受け入れる冷静さを、変えられるものを変える勇気を、そしてその二つを見分ける賢明さを持

て。」もう一度言います。（復唱する）これはアメリカの神学者（神学者とは神や信仰について研究する学者の事で

す）、ラインホルド・ニーバーという人の言葉です。 

世の中には、自分の力ではどうにもならないことがあります。過ぎてしまった過去や、他人の気持ちや行動など

は、その代表です。その一方で、自分の考え方、言葉づかい、行動、努力などは、自分の意志で決め、実行し、変

えていくことができます。そして本当に大切なのは、何でもかんでも変えようとして苦しむのでもなく、最初から

あきらめてしまうのでもなく、何が変えられて、何が変えられないのかを見極めることです。私は、この言葉は皆

さんの新しい学年の出発にあたって、とても大切な示唆を与えてくれる言葉だと思っています。 

同じような言葉に「過去と他人は変えられないけれど、自分と未来は変えられる」というものがあります。「あ

のときの失敗がなかったら」とか「あんなことを言われなければよかった」と思っても、起きてしまった出来事そ

のものは、もう変えられません。また、他人を自分の思いどおりに変えることもできません。友だちの考え方、家

族の気持ち、先生の判断、周囲の雰囲気まで、自分の力だけで自由に動かすことはできません。しかし、自分は変

えることができます。ものの見方、受け止め方、言葉づかい、毎日の行動、努力の仕方、習慣。朝の起き方一つ、

挨拶一つ、授業に向かう姿勢一つ、提出物をきちんと出すこと一つでも、自分で選び行動することができます。そ

して、自分が変わればその積み重ねによって未来も変わっていきます。とても希望の持てる言葉だと思います。

「過去と他人は変えられないけれど、自分と未来は変えられる」。 

ただ、ここで忘れてはならないのは、実は自分を変えることがいちばん難しいということです。自分の考え方を

変えること、言葉を変えること、行動を変えること、習慣を変えることは、口で言うほど簡単ではありません。 

その一方で「ありのままでいい」という言葉があります。この言葉に救われることがあります。苦しいときには

必要な言葉でもあります。しかし、その言葉の本来の意味を取り違え、自分を変えない、つまり成長しなくてよい

という理由にしてしまったら、人生はそのままです。受け入れることと、あきらめることは違います。自分を大切

にすることと自分を変えなくてよいと決め込むことも違います。 

そして、もう一つ大事なことがあります。過去は変えられない。他人も変えられない。これは原則として正しい

ことです。しかし、自分が変わると、過去の意味も変わることがあります。例えば、あの失敗があったから今の自

分がある、と受け止められるようになることがあります。また、自分の言葉や態度が変わることで、人との関係が

変わり、他人も変わることがあります。他人を直接支配することはできなくても、自分が変わることで、結果とし

て周囲との関係が変わっていくこともあります。 

新しい年度の始まりにあたって、皆さんに考えてほしいのです。この一年を、他人や環境のせいにして終わる一

年にするのか。自分には無理だと決めつけ、できない理由ばかりを数える一年にするのか。それとも、あきらめそ

うになる自分を励まし、自分を成長させる一年にするのか。皆さんの人生は皆さん自身の人生です。「ありのまま

でいい」という言葉をはき違え、このまま何も変わらないまま一年を過ごすのか、それとも、悩んだり、苦しんだ

り、迷うこともあったけれど、「自分なりによく生きた。これでよかった」と思える一年にするのか。その違い

は、今日からの小さな選択の積み重ねで決まっていきます。 

新しい一年の出発にあたり、「変えられないものを受け入れる冷静さを、変えられるものを変える勇気を、そし

てその二つを見分ける賢明さを持て。」そして「過去と他人は変えられない。しかし、自分と未来は変えられ

る。」この二つの言葉を、ぜひ心に留めてほしいと思います。 


